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まず始めにオゾンのグライダーをご購入頂きお礼を申し上げます。このグライダーで初めてフライトする

前に必ずこの取り扱い説明書をよく読み、内容を理解して下さい。フリーフライト愛好家、競技者ならび

に冒険者のチームであるオゾンの使命は、最新のデザイン、性能そして最大の安全性を持つ最高品質の

俊敏なグライダーを創り出すことです。

グライダーに対する信頼感は、僅かな性能アップよりとてつもなく大きな価値あるものです。ローカルエリア

のオゾンパイロット、オゾングライダーを担いで草分け的な冒険フライトに挑戦したパイロットあるいは世界中

で表彰台に上っているパイロット達に聞いてみてください。我々の全ての研究開発は最適な安全性と可能な

限りの操縦性・性能を融合させることに集中されています。我々の開発チームは南フランスにベースを置いて

います。近くにはグルドン、モナコ、ブレンヌ峠などのフライトエリアがあり年間３００日以上もフライトを可能に

してくれています。これはオゾンのグライダー開発にとって貴重な資産ともいえるものです。

さらにパイロットとしてオゾンの誰もが新しいグライダーを購入する事が大きな出費であることを理解してい

ます。グライダーの選択にあたっては品質および金額に対する価値が最も考慮されるものである事を知って

います。それ故、低価格、高品質を実現するために全てのグライダーを自社工場で生産するようにしていま

す。製造過程においてオゾンのグライダーは完全な追跡調査が可能な多くの厳しい品質検査を受けていま

す。そのおかげで、全てのオゾングライダーは我々が期待する高いスタンダードに沿ったものとなっています。

この取扱説明書は、あなたの新しいグライダーの性能を十分に発揮させる手助けをするものです。デザイン、

最適な使用法のヒント・アドバイス、長持ちさせるためのメンテナンスの仕方についての解説が含まれていま

す。全ての技術データを含む最新の情報に関してはオゾンのホームページ(www.flyozone.com)の製品カテゴ

リーを参照してください。

オゾン製品に関してのさらなる情報をお望みの場合は、オゾンのホームページをチェックしていただくか、

ファルホークインターナショナル(有)、最寄りのディーラー、スクールあるいはここオゾン本社の我々にご連

絡ください。

安全なフライトを！

チームオゾン
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• 全ての航空スポーツは肉体的損傷、麻痺を含む重大な怪我ならびに死亡する危険性の内在するものです。オゾン製品でフライトす
ることは内在する危険性を完全に理解した上で行ってください。

• このオゾン製品を使用するにあたっては、あらゆる危険に対する全ての責任があなたに有る事を自覚して下さい。不適切な使用、
改造は危険を増加させます。絶対にしないで下さい。

• 製造者、輸入代理店ならびに販売店に対する、この製品の使用に起因する如何なる損害賠償請求も除外されています。

• 可能な限り練習に励んでください―特にパラグライディングにおいて重要な要素であるグランドハンドリングを。地上での貧弱な
グライダーコントロールが事故の原因の最たるものです。

•パラグライダーの練習は適切なスクールで行い、常にこのスポーツの進化に遅れないよう日々学習する習慣を身につけるように
して下さい。フライトテクニックならびに機材は進化し続けています。

• フライトにあたっては登録認証を受け、なおかつ改造されていないグライダー、プロテクション付きハーネス、緊急パラシュートを、
その適正体重範囲内で使用して下さい。グライダーの運用限界を超えての使用は保険の対象外になる危険性があります。保険会
社に確認するようにして下さい。

• フライトする前に必ず、全ての装備の飛行前点検を実施し、不適切あるいは損傷している機材で飛行しないで下さい。

• 常に、ヘルメット，手袋、ブーツを装着してフライトして下さい。

• フライトに際しては、適切な技能証と有効なフライヤー登録証を持っている事が必要です。

• 肉体的にも精神的にも健康な状態でのみフライトをして下さい。

• あなたの技能・経験に合ったグライダー、ハーネスならびにコンディションを選んでフライトしてください。

• テイクオフする前にフライト場所の地形、気象条件を必ず確認して下さい。疑問の有るときはフライトを断念して下さい。全ての決
定に対しては十分な余裕を持って下さい。

•雨、雪が降っているとき、風の強いとき、気流の乱れているときあるいは雲中をフライトしないで下さい。

あなたが適切で安全な判断を下すなら、末永くフライトを楽しむことが出来るでしょう。

初めてこのグライダーでフライトする前に必ずこの取扱説明書を良く読んで内容を確実に理解してください。分らない事はフラ
イトする前に、このグライダーを購入されたディーラーあるいは輸入代理店に確認し、理解してからフライトして下さい。

このグライダーをスカイダイビングに決して使用しないでください。•

このグライダーはアクロバット用にはデザインされていません。•

もし、このグライダーを転売するときには必ずこの取扱説明書を新しいオーナーにお渡し下さい。

•

•

• 

楽しむことがこのスポーツの目的であることを忘れない様に
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オゾンの誰もが飛びたいという情熱、冒険を愛する心を持ち、オゾンのグライダー開発においてより安全
で、より高性能で、より取り扱いのし易いグライダーを作り出すことを常に望んでいます。

デザインチームは、ダヴィッド・ダゴー、ルック・アーモン、フレッド・ピエリ、ラッセル・オグデン、オノラン・アマーそ
してサム・ジョバールから構成されています。

ダヴは１２歳の時から飛び始め、コンペ、クロカン、ならびにパラグライダーデザインにおいて豊富な経験を
積み重ねてきました。ルックは熱心なクロカンおよびコンペマニアで造船工学の経歴があります。常駐のオタ

クとも言えるフレッドは、数学者で機械工学を専攻したビバークフライトのスペシャリストです。ラスは、トップク
ラスのコンペパイロットで１０００時間以上の経験を持つテストパイロットでもあります。世界およびヨーロッパ
選手権者でもあるオノランは、生まれつきの才能を持ったパイロットで１３歳の時から飛び始めています。サム
はパラグライダーフライトおよびハーネスデザインにおいて豊富な経験を持っており、オゾンのハーネスの
デザインと開発を担当しています。彼らは、デザインおよびテストの各段階でお互いのノウハウ、アイデアや
経験を出し合い、緊密に仕事をしています。

マイク・カヴァナは、ボスでイギリスＸＣリーグにおいて何回も優勝しています。彼はフライトに出かけてないと
きは、会社全般を監督しています。彼を補佐するのはジャン・クリストフ・スキエラで販売ネットワークとオゾン
製品レンジの管理をしています。プロモーションと販売戦略の担当はベースジャンプのレジェンドでもあるマッ
ト・ゲルデスです。

オフィスではカリーヌ・マルコーニ、クロエ・ヴィラ、イザベル・マルティネスが活動しています。彼女らはオー
ダーシステムを管理、代理店とのコミュニケーション、デザインチームの監督そして日常の事務を担当して
います。彼女らなしにはオゾンは回りません。

我々のヴェトナムにある自社工場は、妥協することなしに製品グライダーならびにプロトタイプグライダー
の製造をし、今後の製品に取り入れるべき素材の研究や製造工程のデザインをしている、ドクター・デイヴ・ピ
ルキントンに率いられています。彼を補佐するのは、カーンおよびフォンが率いる卓越したチームを始めとす
る１０００名の献身的な従業員です。
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ゼオライトはＸアルプスレース用に特別に開発されました。１０年以上にわたる超軽量パラグライダー製造と素
材研究により得られた経験と最先端の２ラインデザイン―ゼノ、マントラＭ７そしてエンツオ３の技術をを組み合
わせています。ゼオライトはコンペクラスの性能を非常に軽量でコンパクトなパッケージにで提供しますが立ち
上げが簡単、狭くて制限された場所にも簡単にランディングでき、フライトが快適で直感的でもあります。３ｋｇ以
下の重量でアスペクト比が６．７のゼオライトは世界でも最も過酷なレースに理想的な軽量、性能、堅牢性そして
扱いやすさを提供します。

高度に洗練された内部構造と比較的少ないセル数により、スパン全体でタイトでコンパクトな感触を維持しな
がら、重量と梱包容量を最小限に抑えます。修正されたゼノの翼型は、速度範囲全体にわたる堅固な安定性、
乱流状態での優れたコード方向の一体感、および大迎え角での寛容性を兼ね備えています。ゼオライトはオゾ
ンがこれまで製造してきたどのグライダーよりもライン消費が少なくライン抵抗が小さくなっており、ゼノある
いはＺアルプスと似通った性能を持っています。ハンドリングは正確で反応がよく、調整された感触と優れた
キャノピーの一体感、真の2ラインＢコントロールが、乱流滑空中の優れた上昇特性と高効率につながります。

立ち上げはＬＭ５あるいはアルピナと同じくらい簡単です。キャノピーは無風でも楽に立ち上がり、１，２歩進むだ
けで頭上に安定します。強風下ではボール状（すっかり広げずに絞った状態））あるいは地面に乱雑においてコ
ブラ方式で立ち上げすることが出来ます。この方法は複雑で制限されたテイクオフ場所で理想的です。ラン
ディング特性も改善され、ディープストールに入れやすく寛容ですが常に回復しようとするので厳しい地点に
着陸するのがオゾンのＸアルプス用グライダーの中で最も容易です。

重量はグライダーの強度と安全性を損なうことなく最小限に抑えました。ゼオライトはＥＮ－Ｄ認証を取得して
おり年間フライト時間が１００時間以上でハイクアンドフライ冒険用の究極の道具を必要としている経験豊富で
技量の備わったクロカンパイロットだけに適しているグライダーです。

ゼオライトＧＴはゼオライトと全く同じデザインですが、耐久性を考慮してキャノピーの素材を変更してあります。
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バッグ
あなたのグライダーに合わせてオプションのザックの選択が利用可能です。現代の競技用ハーネスに対応す
る大型の競技用ザックから、軽量のハーネスやハイクアンドフライに適した小型で軽量のコンパクトなデザイン
まで、さまざまな用途に適した幅広い製品を取り揃えています。グライダー注文時にそれらのいずれかから
選択するか、あるいは注文せずに古いバッグを再利用することを選択することもできます。

ブレークライン
ブレークラインの長さはテスト段階で注意深く調整されています。OZONEではブレークを僅かに長めにセット
し、飛行中は手に１回巻きつけるのが良いと考えています。しかし、パイロットによっては短めのブレークを好
み、ブレークの長さを調整したいと考えることも有るでしょう。いずれにせよ、次に示すチェックをして下さい。

• 左右両方のブレークコードが同じ長さになっているか。

• 何らかの理由でブレークトグルをはずした場合は、ブレークラインがプーリーを通っていることを確認する。

• 飛行中ブレークトグルを離した時ブレークラインがたるんでいるか。ブレークラインがしっかりと後ろに弓なり
になって、アクセルを全開してもトレーリングエッジが少しも引き下げられていないことを確認。

• ブレークを離した位置からトレーリングエッジが引き下げられるまでの遊びが最低でも１０ｃｍあること。こう
することでアクセルを使用したときでもトレーリングエッジは変形せずにすみます。

ライザー
ゼオライトは２本ライザーでデザインされています。Aライザーは識別し易い様に色付きのテープが付けられて
います。また快適なＢライザーコントロール用人間工学に基づく木製のハンドルも装備されています。トリマーは
付いていません。

飛行重量
それぞれのオゾンのグライダーはある決められた飛行重量範囲で登録認証を取得しています。これらの飛行
重量範囲を守ることを強く推奨します。もしあなたが二つのサイズのどちらにも入るような場合にどちらのサ
イズにするかの判断基準とし以下を参考にして下さい。スピードとハンドリングを重視し、山または強いコンディ
ションでいつも飛んでいるなら飛行重量範囲の重いほうになるサイズ（より小さいサイズ）を。沈下率を重視
し、平野または弱いコンディションでいつも飛んでいるなら飛行重量範囲の軽いほうになるサイズ（より大きい
サイズ）を選択してください。コンディションが強くなった場合にはバラストをつむことが可能です。

コンペにおいては一般的に飛行重量範囲の重いほうが有利です。

重要
万が一、飛行中にブレークラ
インが切断したり、トグルが外
れてしまったりした場合は、リ
アーライザー（Bライザー）を
ゆっくりと引くことで方向転
換をすることが出来ます。
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運用制限
ゼオライトは軽量・高性能XC/コンペ用ソログライダーとしてデザインされており熟達したパイロットのみを対
象としています。初・中級パイロットやアクロバット、、講習あるいはタンデムフライトには適していません。安全
に飛ぶためには高レベルの操縦技術が必要です。パイロットは徹底したSIVに関する知識を持ちなおかつ最近
に高アスペクトグライダーによる実践を経験していることが望まれます。またパイロットには適切なアクティブ
フライト技術および高アスペクトグライダーを乱気流中で開いた状態を保持するだけの早い反応操作が求め
られます。

ゼオライトはコラプスラインを使用して認証を取得しているため、それ無しでＳＩＶを行うことは出来ません。
軽量性のためゼオライトでＳＩＶを実施しないことをお勧めします。

トーイング
ゼオライトはトーイングが可能です。適切なハーネス取り付け装置、レリース装置が使用され、パイロットが使用
されるシステムで適切に訓練されていることはパイロット自身の責任です。また、全てのトーイング規則が遵
守され、トーイングチームが適切な資格を所有しており、なおかつ適切な機材が使用されていることを確認し
て下さい。トーイングをする際には走り出す前に必ずパラグライダーがパイロットの頭上に完全に開いている
ことを確認しなければなりません。いずれにせよ、最大ラインテンションはパイロットの体重に対応するもので
無ければなりません。
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アクセル
アクセルシステムのセットアップにはまず、アクセルロープをハーネスに通します。ロープが全てのプーリーを
正しく通っていることを確認します（ハーネスの取扱い説明書を参照のこと）。ライザー側のブルンメルフック
にアクセル側のブルンメルフックを接続します。基本的なセットアップは地上で行います：地面にハーネスを置
き、ハーネスに座った状態で誰かに手伝ってもらいライザーを飛行中の様にピンと張ってもらいます。その状
態でメインバーがハーネスのシート下部に来る様にロープの長さを調節します。そうすると飛行中一段目の
ループに足を掛けられるようになります。ロープの長さは通常のトリム速度で飛んだ時にフロントライザーが
引き下げられていないだけの遊びがありなおかつアクセルを全開まで踏み込めるだけ短くセットする必要が
あります。セットアップが完了したら大気の安定した状態でアクセルがフルに作動するか、また左右のライザー
が均等に引き下げられるかのチェックを行います。微調整はランディング後に行います。

ハーネス
グライダーで飛ぶ前にハーネスを正しく調節することは重要です。完全に快適となるまでハーネスを異なっ
たセッティングで十分時間をかけて調節してください。 カラビナ間距離は、あなたの好みに合わせて４２～４８
ｃｍの範囲でセットしてください。

レスキューパラシュート
常にあなたの最大飛行重量に対応するレスキューパラシュートを少なくも１個を装備して飛行してください。

グライダー
リーディングエッジがはっきりと円弧を描くぐらいに、ティップよりセンターが斜面上方へ行くように、キャノ
ピー上面を下にして広げます。上下面に裂け目、ほつれその他損傷しているところが無いかをチェックします。
ラインを片側ずつ引き出し、ライザーを持ち上げ、ブレークから始まって、C（アッパー）、BそしてAとそれぞれの
ラインのよじれ、絡みを取ります。結び目がないかも確認して下さい。同時にラインが破損していないかも
チェックしてください。同じように反対側のラインもチェックして下さい。それが終わったらライザーの状態を
チェックします。
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グライダーに慣れるには講習斜面で立ち上げ練習をしたりショートフライトをしたりすることが推奨されます。
これによってあなたの装備が正しくセットアップされているかの確認が出来ます。

テイクオフチェックリスト：

• レスキューパラシュートのチェック：ピンがはまっておりトグルが正しい状態か。

• ヘルメットを装着しベルトは締結されているか。

• ハーネスの全てのバックルが締結されているかーレッグストラップの再確認

• カラビナおよびラピッドリンクが確実に締結されているか。

• アクセルシステムが適切に接続されているか。

• ブレークトグルとAライザーを正しく握っているか。

• ラインが絡んでいないか。

• インテークが開いているか。

• グライダーの中心に立ち、風に正対しているか。

• 飛行空域がクリアーで視界が良好か。
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離陸
ゼオライトはフロントおよびクロスでのテイクオフが可能です。キャノピーのセンターがティップより斜面上側に
なるように強調された扇形に広げます。

フロントテイクオフー無風から微風まで
Aライザーを掴み、１歩目からラインが張られるようにグライダーから離れて立ち、ゆっくりと正面を向いて走り
始めます。キャノピーは直ぐにはらみ始めますのでキャノピーが頭上に来るまでライザーに一定のテンションを
かけ続けます。ライザーを過度に引き下げたり、前に押し出したりしないで下さい。インテークが変形したり潰れ
たりして、離陸が難しく時には危険になります。離陸のための助走中はスムースに加速して下さい。あわてた
り、急いだりする必要は有りません。離陸する前に見上げてキャノピーをチェックするだけの十分な余裕がなけ
ればなりません。キャノピーが頭上に立ち上がったらキャノピーがパイロットを追い越さない様にブレークで抑
える必要があるかもしれません。キャノピーがしっかりと開いているのを確認したらさらに加速し離陸します。

クロステイクオフー微風から強風まで
フロントテイクオフ時と同様にセットし、カラビナにライザーを付け、ブレークトグルを握ってから、片側の全ての
ライザーを頭上にかざしながら身体を半回転させ、キャノピーの方へ正対します。全てが問題ないのを確認し
たら、体重を後ろにかけながらＡライザーを引きキャノピーを立ち上げます。キャノピーが頭上に上がったら、ラ
イザーを離し、僅かにブレークを引きキャノピーを頭上に安定させます。キャノピーがしっかり開いているのを
確認して身体を半回転させ離陸します。より風が強い場合にはキャノピーがはらみ、立ち上がり始めたらキャノ
ピーの方へ数歩歩み寄るのがコツです。こうすることでグライダーのエネルギーを和らげグライダーが一気
に立ちあがり前にダイブしたり意図せずに空中に放り投げられたりするのを防ぐ事が出来ます。このクロステ
イクオフは驚くほど弱い風の場合にも使用出来ます。

旋回
ゼオライトはインプットに対して非常に敏感です。新しいグライダーに慣れるには、まず初めの旋回はゆっくり
と大きくしてください。ブレークを大きく操作すると過度のロールを起こしダイブに入ったりスピンに入ったり
します。効率の良い均整の取れた旋回をするための最初の操作は体重移動で、次に望むバンク角になるまで
スムースにブレークを引き下げます。旋回の速度と半径の調整には体重移動と旋回外側のブレークあるいはＢ
ライザーを連動させて行います。

重要
旋回を開始する前に常
に空域がクリアーであ
ることを確認すること。

重要
グライダーが頭上真上に完
全にはらんでいない状態あ
るいはピッチならびにロー
ルのコントロールが効かな
い状態では決して、離陸し
ないこと。
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アクセル
向かい風でのぺネトレーションを良くしたり、シンク、横風あるいは向かい風での滑空比を上げたりするには、ア
クセルを使用してトリム速度より速く飛ばなければなりません。アクセルを５０％まで利かせることで滑空比な
らびに安定性はそれほど減少せずに飛行性能を上げることが出来ます。アクセルを作動させるにはまずブ
レークを操作していないこと（ブレークを手首に巻き付けていたら外す）を確認し、Bライザーをつかみます（木
製のハンドルをつかむことを推奨します）。迎角が急激に変化するのを防ぎ効率よく加速するように、アクセル
をスムースかつ漸進的に操作します。Bライザーのテンションを保持し乱気流中をアクセルとBライザーを連動
させながらアクティブなコントロールをします。大気が安定している時のみBライザーのテンションを抜いても
かまいません。

最高速度でゼオライトは速く飛びますが本来備わっている安定性は減少しています：最高速度は非常に大気
が安定しているときのみに使用し常にBライザー/アクセルを使ってアクティブにフライトしてください。

アクティブフライト
乱気流中での潰れの頻度を減少させるにはアクティブフライトが極めて重要です。アクティブフライトの目的
はピッチおよびキャノピー内圧をコントロールすることです。これはブレークあるいはBライザー（以下を参照）
を使って行いますが強い乱気流中では常にブレークを使用することを推奨します。

乱気流中ではブレークを少し利かせた状態（２０ｃｍほど引き下げた）で飛行します。こうすることでグライダー
を潰れなくするための翼からのフィードバックを感じることが出来ます。またその内圧と潰れる兆をダイレクト
に確認できるのでキャノピー自体を目視することも重要です。操作は対称であることも非対称であることも
あります；キャノピーのスパン方向/コード方向に均等な圧力を保持するために両方あるいは片側のブレークを
操作します。予期せずに失速させてしまう危険性があるのでブレークを深く下げ続けた状態で飛行すること
は避けてください。常に対気速度に注意してください。

アクティブＢライザーコントロール 
トリム速度あるいは加速し飛行している時にはBライザーでグライダーコントロールすることを推奨します。そ
うすることで感覚が改善されブレーク（抵抗が増えピッチの動きが出る）を使わずにグライダーコントロール
が出来アクティブに飛行することが出来ます。ダイレクトな感覚は潰れる前にそれを防ぎ、速い速度と高レベ
ルの効率をたもつことが出来ます。	

重要
周りの大気の状態に合わせて
速度を調整してください。気流
が乱れてきたらアクセルを戻
してブレークあるいはBライ
ザーを使用してアクティブに
飛行してください。

重要
いかなるパイロット、グライ
ダーも潰れを避けることは出
来ませんがアクティブにフラ
イトすることで潰れの危険性
を減らすことが出来ます。気流
が乱れている時にはよりアク
ティブに、なおかつグライ
ダーの挙動を予測することが
大切です。常に対地高度に注
意し、オーバーな反応は避け
てください。
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Ｂライザーを使って飛行するにはブレークを持ったまま（手首に巻き付けていたなら戻す）Ｂライザーに取り付
けられている木製のハンドルに手をかけるか握ります。この状態でダイレクトに迎角をコントロールできるよう
になります；Ｂライザーを引き下げるか後方へ押しやると迎角が増し、テンションを緩めると迎角が減少しトリム
速度に戻ります。Ｂライザーコントロールにより乱気流中をアクティブに飛行することが出来、適切に操作する
ことで瞬時に迎角を変えられるので潰れを防止したり少なくも潰れ難くしたりすることが出来ます。リーディ
ングエッジの内圧の低下を感じたりキャノピーのＡーＢラインの間にしわが出るのを発見したら潰れを防ぐため
に素早くＢライザーを操作します。操作の速度と大きさは乱気流あるいは内圧の減少の度合いによりますが大
きなピッチの動きや予期せぬ失速が起きない様に長いこと大きく操作することは決してしない様に。

アクセルを使って飛行しているときにアクティブにＢライザーを使うことでグライダーの効率と安定性を向上
させることが出来ます。アクセルを使用しているときにＢライザーを引くことはアクセルを緩めることと全く同
じ効果をもたらします。これは速度、迎角、内圧のダイレクトなコントロールを手にしたことを意味します。アクセ
ルをアクティブに操作することと連動してＢライザーを使って乱気流中の速度と内圧を最適化し、不意に潰れ
る危険性を減少させながらより速い平均速度を保持することが出来ます。アクセルを踏み込んでいるときに
大気が僅かに乱れ始めたらＢライザーに少しテンションを掛け、再び大気が安定したらＢライザーのテンション
を緩め（あるいは開放し）て速度を上げます。通常の大気中で速く効率よく飛行するにはグライダーに常に注
意を払っておく必要があり、キャノピーを開いた状態で内圧が確保された状態に保つためにはＢライザーの操
作とアクセルの調節を連動させる必要があります。

このコントロール方法は大きいレベルの乱気流の無い比較的安定した大気中での滑空に適していますが、強い
乱気流中でのブレークを使ったアクティブフライトに取って変わることは出来ません。大気の状態に確信が持
てないならば、トリム速度に戻してＢライザーを開放しブレークを使ってアクティブに飛行してください。

翼端折り
翼端折りをするにはブレークを掴んだ状態で両側のＡ２ライザーに接続されているＡＲ３（およびＡＲ４）ライン
のできるだけ上部を掴み、翼端が折りたたまれるまで外側下に向けて引き下げます（出来れば片側づつ）。翼
端折りの大きさは引き下げる量を変えるかつかむ位置を変えるか調節します。翼端を折った後、アクセルを操
作することでさらに沈下速度を上げることが出来ます。翼端を折った状態での方向コントロールには体重移動
を使います。

重要
アクセルを使用しているとき
は乱気流中をアクティブに飛
行するためにブレークを使わ
ない様に。実際には潰れやす
くなります。

重要
常にブレークを掴んでいるよ
うに。気流が乱れている状態
では飛行しない様に。
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翼端折りを回復させるには両側のＡラインを同時に開放します。回復を促進するために翼端が開くまで片側づ
つブレークを力強く操作します。ブレークを両側深く引き下げるのは不意に失速する危険性があるのでしない
様に。

翼端折りをした状態でスパイラルダイブに入れることは可能ですがボトムラインにかかる強い力がライン強
度を超え破損する危険性があります！このような操作をしないよう強く警告します。

Ｂラインストール
従来のBラインストールはゼオライトではできません。Ｂラインをしっかり引き下げるとフルストールに入ります。
しない様に。

スパイラルダイブ
連続して旋回を強くしてゆくとスパイラルダイブに入ります。その結果急速に高度を失います。スパイラルに
入れるには、旋回する方向を見てそちらに体重を移した後、旋回内側のブレークをスムースに引き下げます。
するとゼオライトは３６０度回ったあたりからスパイラルへと入って行きます。スパイラルに入ったら、体重を中
央に戻し、僅かに旋回外側のブレークをあて、外翼端が潰れないようにします。 

スパイラルダイブで８ｍ/ｓ以上の安全な降下率も可能ですがゼオライトのラインが長いため高速で高いＧの
かかる非常に大きな降下率のスパイラルでは方向感覚が失われ視界も失われブラックアウトの危険性さえ起
こります。常に高度に格段の注意を払ってください。スパイラルダイブから抜けるには、スムースに内側のブ
レークを戻しながら体重を旋回外側に移動します。大きく上昇してダイブするのを防ぐためにゼオライトが減
速している最中はエネルギーが減衰するまで旋回を続けて下さい。

ある条件下においてゼオライトは、スパイラルダイブを持続する傾向を示すことがあります。その原因として
次のようないくつかのパラメーターが考えられます：カラビナ間距離が狭すぎる；認証を得ている飛行重量範
囲を逸脱している；降下率が１４ｍ/ｓを超える深いスパイラルダイブに入れている。体重を旋回外側へ移しス
ムースに旋回外側のブレークを引き込んで常にスパイラルダイブから抜け出せるように準備が出来ていなけ
ればなりません。そうすると旋回速度は遅くなりグライダーはスパイラルから抜け出し始めます。 急激な上昇
とダイブを引き起こすのでスパイラルから抜け出すために力強く瞬間的にカウンター操作を決してしないこ
と。

重要
常にスパイラルから抜け出
せるように準備をしておき
ます。体重を旋回外側に移し
スパイラルが止まるに十分
なだけ外側のブレークを引
き込みます。

警告
Ｂラインストールはしないこと。

警告
翼端を折った状態でスパイラ
ルダイブに入れないこと。
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ランディング

• 常に早めに余裕を持ってランディングアプローチをする。

• 対地高度が３０mを切ったら急激な旋回はしない。なぜなら急旋回の後グライダーは通常飛行に戻ろうとし
てダイブしながら加速するからです。もしあなたの高度が低かったりあるいはシンクに遭遇したりしたら、そ
の結果は地面に激突することになります。

• 実際に接地する前にハーネスから立ち上がり前傾姿勢を取りチェストストラップに体重をかけるようにします
（特に気流が乱れている場合）。

• 地上１ｍになるまでのファイナルアプローチではブレークを開放しトリム速度で飛行します（ただし風が強い
あるいは乱れているときは常にアクティブに飛行しなければなりません）。対地速度が最小になり地面にソフ
トに接地できるまでブレークをゆっくりと漸進的に操作します。

• 無風あるいは微風の時は、力強く長く漸進的にフレアーをかけて過剰な対地速度を徐々に落とします。強風
時では既に対地速度は遅くなっているので着地をソフトにするためだけにフレアをかけます。力強くフレアー
をかけると瞬間的にグライダーは上昇し後退するので危険です。

• ランディングエリアとコンディションに合わせて適切なランディングアプローチ方法を選んでください。

• 強風時には着地すると同時にグライダーの方へと向きを変えます。グライダーに向いたらスムースかつ対称
的にブレークを引き込みグライダーを失速させます。グライダーに引っぱられそうになったらグライダーの
方に駆け寄り力を抜きます。

• もし風が特に強く引きずられるあるいは飛ばされると感じたら、Ｂライザーで失速させます。このようにする
と瞬間的なおかつ制御可能な状態でグライダーを失速させりことが出来、ブレークを使った時より引きずら
れ難くなります。
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潰れ
パラグライダーは骨組みが無い構造の為、乱気流により突然翼が潰れることがあります。潰れは小さい３０％
の潰れ（非対称）から翼全体（対称）までに及びます。

非対称の潰れが起きた場合にまずしなければいけないのは、方向をコントロールすることです：斜面あるいは
他のフライヤーから離れる方向、少なくともぶつからないようにグライダーをコントロールして下さい。非対称
の潰れには体重を潰れていないほうに移し、旋回しないよう最小限のブレークを利かせることで対処して下
さい。このような操作で通常は回復しますが、回復しない場合は潰れている方のブレークを力強く操作する必
要があります。

グライダーが潰れると翼面積が減る事になり、その結果、翼面荷重が増加し、失速速度も上昇します。このこ
とは潰れたグライダーでは通常よりも少ないブレーク操作でスピンや失速を起す事を意味します。潰れた側
への旋回を止めようとして外側のブレークを引き過ぎて、失速していない翼を失速させてしまわないように
十分注意して下さい。失速ポイント以上にブレークを引かないと旋回を止められない様ならば、無理して旋回
を止めようとせず、旋回しながら潰れを回復させるようにして下さい。

潰れが発生して、自発的に回復しない場合に潰れを回復させるにはストロークを長く取りスムースに潰れた側
のブレークを約１－２秒に１回の割合で上下して下さい。ブレークをむやみに上下することは役に立ちません。ま
た、ゆっくりし過ぎると失速に入る危険が有ります。十分注意して下さい。

対称な潰れは通常、何も操作しなくても直ぐに回復しますが、左右のブレークを均等に瞬間的に１５～２０ｃｍ引
き込むことでより速く回復させることが出来ます。対称な潰れから回復したら、必ず滑空速度を確認してくだ
さい。スピンに入る危険性がありますので、さらにブレークを操作する前に、ディープストール状態に入ってい
ないか確認する必要があります。

加速しているときに潰れた場合は、すぐにアクセルを元に戻し、上述した方法により潰れに対処してください。
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クラヴァット
翼端がラインに絡んだ状態をクラヴァットと言います。大きな抵抗となるためクラヴァットすると瞬時にグライ
ダーはスパイラルダイブに入ります。そのまま放置すると方向感覚を失いコントロールが難しくなります。クラ
ヴァットから回復するには瞬時にグライダーの動きを把握し、まず旋回外側のブレークと体重移動を使ってグ
ライダーの向きを安定させることです。旋回と沈下率を制御したなら旋回外側に体重を移動しクラヴァットし
ている側のブレークを力強く深く操作します。クラヴァットの反対側に体重を移すことが重要で、さもないとス
ピンに入ったりスパイラルが強くなったりする危険性があります。この操作の目的はクラヴァットしている翼端
から荷重を取り除き空気を吐き出させることです。適切に行えばこの操作でクラヴァットを回復させることが
出来ます。

もしクラヴァットのサイズが大きく上述した対処法で回復しない場合、フルストールが次善の策になります。フル
ストールがどのようなものでそれを適切に行う方法を熟知していて高度が十分ある場合を除いてこの対処法
を実施することは避けてください。もし旋回速度が加速し、キャノピーを回復させたり沈下率を制御できない
ならば高度が十分残っている内にレスキューパラシュートを開傘させなければなりません。

ディープストール
グライダーは状況によっては、ディープストールに入ることがあります。その原因として次のような状況が考
えられます；ゆっくり飛び過ぎたり、グライダーが湿っている状態で飛んだり、翼が対称的に潰れた後に回復し
たりと言った場合です。グライダーが通常の形状に戻っているにもかかわらず、殆ど前進せずに垂直に降下し
ます。これがディープストールと呼ばれるものです。

もしその様な状態になったら、まず、両方のブレークを開放してください。通常それだけで滑空状態に戻りま
す。もし数秒たっても戻らない場合には、通常滑空状態に戻るまでＡライザーを前方へ押すか、アクセルを使
用してください。その後のブレークの操作はグライダーが通常滑空状態に戻った（対気速度をチェックする）の
を確認してからにして下さい。

著しくディープストールに入る危険性が増大するので雨の中あるいは湿ったグライダーで飛行はしない様に。
雨の中での失速する危険性が増すのでブレークを深く操作したり翼端折りをしたりしないようにしてくださ
い。安全にランディングできる場所を探しアクセルを操作して常に十分な対気速度を確保してください。

重要
テイクオフ前の機体のセッ
ティングが不十分、アクロ
バット飛行、自分の技能以上
の難しい機体あるいは技能を
越える強過ぎるコンディショ
ンなどがクラヴァットの主な原
因です。

重要
ブレークを数ｃｍ引き込んだ
だけでグライダーは失速し続
ける可能性があります。通常
フライトへ戻るには常にブ
レークをすっかりと開放してく
ださい。

重要
決して雨の中あるいは湿った
グライダーで飛行しない様
に。
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取扱い・保守

ステップ 1.	ラインを絞って
マッシュルーム状になったグ
ライダーを地面の上に置き
ます。グライダーを完全に展
開した状態から、蛇腹折りを
するとリーディングエッジ上
面が地面と擦れるので、この

マッシュルーム状からたたみ
始めるのがベストです。

ステップ　２．　Ａライン取り付けタ
ブを利用してプラスティックワイ
ヤーをひとまとめにします。各プ
ラスティックワイヤーが翼端から翼
端まで隣合わせになるように注意
してください。

ステップ 3.	 リーディングエッジを縛
ります。キャノピーのセンターで折り
たたまない様に注意してください。翼
端から翼端まですっかりと蛇腹折りと
します。センターのセルにストレスをか
けたり、プラスティックワイヤーを折り
曲げたりしないことが大変重要です。

グライダーのたたみ方
グライダーを出来るだけ長持ちさせ、かつリーディングエッジ補強用プラスティックワイヤーを出来るだけ良いコンディションに保つために、グ
ライダーのたたみ方は慎重に行ってください。

以下に示すように、翼端から翼端まで、各セルが隣り通しになりプラスティックワイヤーが折れないように蛇腹折りでたたむことを強く推奨しま
す。オゾン・ウインナーバッグまたはウインナーバッグライト（共にオプション）を使用するとグライダーが長持ちし、かつグライダーのパッキング
を素早く簡単に行うことが出来ます。	
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ウインナーバッグを使用しているならステップ７に進みます。

ステップ 7.	たたんだキャノピーをインナーケースに収納します。

ステップ 4.	 Ｂ,Ｃラインのタブを利用して
キャノピーの中央ならびにトレーリング
エッジ近辺を束ねます。

ステップ 6.	リーディングエッジを潰さないように注意し
てキャノピーを三つ折り（あるいは四つ折り）にします。

ステップ 5.	リーディングエッジからトレーリング
エッジまでが整頓されたらキャノピーを横置きとし
ます。
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ステップ 8.	ウインナーバッグを使用してるなら
キャノピーを挟み込まない様に注意しながらファ
スナー（あるいはバックル）を閉めます。

ステップ 9.	 ウインナーバッグを横置きとし、リーディングエッジ補
強が終わるところで１回折りたたみます。プラスティックワイヤーを
折り曲げないように注意しながらさらに２，３回折りたたみます。

重要： グライダーをたたむ前に、地面に広げないこ
と。蛇腹折りする際に、キャノピー上面を地面に擦っ
て摩耗させてしまいます。常にマッシュルーム状から
蛇腹折りするか、蛇腹折りする際にキャノピーが地面
と擦れないように持ち上げてください。

重要： キャノピーをセンターで二つ折りしないこと。プラスティクワイヤーを
折り曲げる危険性があります。翼端から翼端まですっかり蛇腹折りしてたた
んでください。
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取扱い注意事項
• グライダーを地面に引きずらない。キャノピークロスを劣化させます。すっかり持ち上げて運ぶこと。

• 強風時ラインの絡みを取る前にキャノピーを広げない。ラインに不必要な荷重がかかります。

• キャノピーあるいはラインの上を歩かない。

• キャノピーを立ち上げて激しく地面に繰り返し落とさない。地面に落とす前にグライダーに近づきスムースに
下ろすこと。

• リーディングエッジから地面にキャノピーを叩き付けないこと！グライダーの生地および縫い目に過大な荷
重がかかり、セルが破裂します。

• 塩分を含んだ空気中ならびに表面がざらついた場所（砂、岩肌など）でのフライトや強風下でのグランドハン
ドリングは劣化を早めます。

• 雨の中を飛んだりグライダーを湿気に晒したりしないこと。道具は出来るだけ乾燥させておくこと。意図的
に水上にランディングしたり湿ったテイクオフにキャノピーを広げたりはしない様に。キャノピーをすっかり湿
らせると変色したり、色移りしたり、寿命を縮めたりすることがあり、またクロスの寸法が変わったりする可能
性があります。

• 不必要にグライダーを紫外線にさらさないこと。フライトを終えたらすぐにグライダーを収納する。グライ
ダーを直射日光の当たる場所に置きっぱなしにしないこと。

• もしあなたがブレークコードを手に巻き付けてフライトするならば定期的にブレークコードのねじれを戻すよ
うに。ブレークコードがねじれると長さが短くなり、常にトレーリングエッジが引き下げられた状態になり、立ち
上げが難しくなったり、不意に失速したり、真っすぐ飛ばなくなったりします。

• グランドハンドリング中にブレークコードでメインラインあるいはライザーをこすらない。摩擦によりラインあ
るいはライザーが破損する危険性があります。なにがしかの摩耗、特にラインの摩耗を発見した場合は専門
家に検査をお願いしてください。また、今後のためにラインあるいはライザーに摩耗が生じないようにグラ
ンドハンドリングのテクニックを修正してください。

• オゾングライダーには”ゴミ出し穴”と呼ばれるベルクロで開閉される開口部が最翼端のトレーリングエッジ
に設けられています。これはグライダーの中にたまったゴミ（砂、木の葉、石ころ、携帯等）を簡単に取り出す
ためのものです。

• 定期的にグライダーの状態をチェックしてください。特に厳しい取り扱いをしたとき、事故あるいは長期間保
管しっぱなしであった時。
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保管および運搬
常にあらゆるフライト装備を直射日光の当たらない涼しくて乾燥した場所に保管してください。パラグライ
ダーはパッキングする前にすっかり乾燥させてください。熱と湿気はグライダーを劣化させる最も悪い要素
です。湿ったグライダーを直射日光の当たる車の中にしまっておくのは最悪です。

万が一グライダーを海水に浸けてしまった場合はまず真水で十分塩抜きをした後、直射日光に当てずに風通
しの良い場所で乾燥させて下さい。決して、ヘアードライヤーを使ったり湿ったグライダーを直射日光にさらさ
ないこと。

昆虫などが入った状態でたたまないように。クロスを食い破ったり、死んで腐敗して酸を出してクロスを腐食し
たりします。

グライダーを運搬する際には、付属するバッグに収納しオイル、ペンキ、化学薬品、洗剤などに触れない様に
十分注意してください。

クリーニング
それがいかに僅かだとしても、拭いたりこすったりすることはパラグライダーの生地のコーティングを痛めま
す。従って、生地に付いた汚れは、出来るだけそのままにしておくことを勧めます。それでもクリーニングした
い場合は出来るだけ少量の真水で湿らせた柔らかい布を使ってゆっくりと拭いて下さい。溶剤や化学洗剤を
使おう等と決して考えない様に。

グライダーの修理
大きいあるいは複雑な修理、特に縫製部に近い場所の修理は必ず登録されたディーラー、プロの修理工場あ
るいは製造者に依頼してください。

キャノピーの修理：
もし裂け目が小さくて縫い目に近くないならば自分で修理することが出来ます。必要な材料は修理キットに
揃っています。裂け目にリペアクロスを貼り付けるだけで修理できます。リペアクロスは裂け目に対して十分な
余裕を持った大きさにして両側から貼り付けます。それぞれのリペアクロスは大きさを変え角を丸くカットする
ことを忘れない様に。

オゾンのホームページ（productセクションの中）にはキャノピーの簡易修理に関する写真入の順序立てた説明
があります。

重要
決して湿ったグライダーを
パッキングしたり保管したりし
ない様に。

重要
決してグライダーを高温
な場所に放置しない様に。

重要
決して溶剤や化学洗剤を使用
しない様に。
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ラインの修理：
目視検査で破損されたと判断されるラインは全てすぐに新しいものと交換されなければなりません。破損し
たラインでは飛ばない様に。交換用のラインはディーラーを通して注文し、ファルホークインターナショナルの
指定工場で製造されなければなりません。

交換用ラインは元のラインと同じ材質で同じ強度を持っていなければなりません。また反対側のラインと長さ
が同じでなければなりません。実際のところ常に左右のバランスを考慮して左右両側を変えることをお勧めし
ます。またライン交換はディーラーに依頼することをお勧めします。ラインを交換した後は、飛行する前に平地
で立ち上げチェックを行い問題がないか必ず確認して下さい。

定期点検
あなたのグライダーは車と同じように適切な耐空性を保つにはしっかりと定期検査を受けなければなりませ
ん。あなたのグライダーは最初、購入から２４ヶ月後、あるいは、１００時間フライト後に検査を受けてください。
その後は１２ヶ月ごとあるいはフライト１００時間のどちらか早い時期に定期検査を受けてください。検査員はあ
なたのグライダーの状態について説明し、次回の定期点検以前にパーツのチェックあるいは交換の必要性が
あることを指摘するかもしれません。

ラインの長さは、その寿命の初めの部分で変化する傾向があります。したがってグライダーを飛び始めて最初
の５０時間以内にラインのトリム検査を行うことを推奨します。正しいトリムを確保するには、ラインを測定し、必
要に応じて公開された値に調整する必要があります。Ｂボトムラインがヒバリ結びなどでリンクライトに接続さ
れているのはライン調整をしやすくするためのものです。

グライダーの寿命において、セールとラインは同じようには劣化しません：グライダーの寿命が尽きるまでに
ラインの一部または全部を交換しなければならなくなることは十分考えられます。したがってあなたのグライ
ダーの全部品の状態を検査するためにも定期検査が重要なのです。定期検査は資格のある専門家にお願い
してください。

あなたはあなたのフライト装備に責任があり、あなたの安全はあなたの使用するフライト装備にかかっていま
す。あなたの装備を大切に扱い定期的に検査を受けてください。グライダーの立ち上げ、グランドハンドリン
グ、フライト特性に変化が現れたらグライダーの劣化の兆しです。何がしかの変化を感じたら、次に飛ぶ前に検
査を受けてください。以下に基本的検査項目について説明します：

エア漏れ：これはポロジメーターと言う測定機器を使用して、キャノピークロスのある一定の面積を通して
ある一定の容積の空気が抜け出すのにかかる時間を測定して調べます。結果は秒として表されます。測定は
上面のリーディングエッジの後ろ、スパン方向に数箇所で行われます。

重要
グライダーを大事に扱い定期
的に検査およびメンテナンス
を受けてください。

重要
使用開始後５０時間したらライ
ン長のチェックを実施してくだ
さい。
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引き裂き強度：これはスカイダイビング用クロスの最低引き裂き強度を規定するTS-108基準に則って、針を
キャノピークロスに突き刺し、そこに荷重をかけてクロスが裂けはじめる時の荷重を測定します。これにはベッ
ツォメーターが使用されます。

ライン強度：Ａラインのアッパー、ミドル、ボトムそれにＢのボトムラインの強度を試験します。それぞれのライン
が破壊するまでの荷重をかけられその数値が記録されます。グライダーの最大飛行重量を１Ｇとして、全ボトラ
インを合わせた最低強度は１４Ｇになります。全てのミドルおよびアッパーラインを合わせた最低強度も同じで
す。破断強度が最低強度に近いと専門の検査員は次回のライン強度試験までの期間を知らせてくれるでしょ
う。

ライン長：ライン全長（アッパー＋ミドル＋ボトム）が５ｋｇの引っ張り荷重状態で測定されます。測定値と基準値
の差は±１０ｍｍを越えてはいけません。

ライザー：摩耗の状態を目視検査します。ライザーの長さはこの取扱説明書（２４ページ）に記載されている数
値から±５ｍｍをこえてはなりません。

検査機体のサスペンションライン、ブレークライン、ライザーの寸法の適合性は試験飛行後に検査機関により
チェックされます。

キャノピー検査：全部品（縫製部、リブ、ダイアゴナルリブ、ライン、ライン取り付け部など）を総合的に目視検査
を行い劣化の兆候が無いかを確認します。

最終的に専門家がフライトテストをしてグライダーが問題なく飛ぶかを検査します。

改造
あなたのゼオライトは、性能、ハンドリング、安全性の最良なバランスになるようにデザインされ調整されてい
ます。いかなる改造も耐空性の消失と、かえって取りまわしが難しくなり危険性が増すことになります。このよ
うな理由からいかなる改造もしないよう強く勧告します。
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オゾンでは我々の製品の品質に大変こだわっています。全てのオゾングライダーは自社工場で最高のスタン
ダードに沿って作られています。製造されるグライダーの１機１機が一連の厳しい品質検査を受け、使用される
部品は全て追跡調査が出来るようになっています。我々はユーザーからのフィードバックを大いに歓迎します
しカスタマーサービスも忘れていません。通常の磨耗や破損あるいは不適切な使用によるもの以外の不具合
に対していつでも修理を無料で行います。また、オゾンならびに代理店は、最高品質のサービスと修理を提供
いたします。グライダーに破損。摩耗などの不具合が見つかった場合には適切な価格で修理をいたします。販
売店または代理店へご連絡下さい。

もし、連絡が取れない場合には直接オゾンinfo@flyozone.comまでご連絡下さい。

最後のアドバイス
安全に飛ぶことがフライトの最も重要なことです。安全であるためには定期的に練習をし、周りに存在する危
険を理解しなければなりません。このためには、出来るだけ定期的にフライトし、可能な限りグランドハンドリン
グをし、気象に関して常に興味を持たなければなりません。これらのどれ一つでも欠けていれば、不必要にあ
なた自身を危険にさらしていることになります。

毎年多くのパイロットが離陸時に怪我をしています；彼らの仲間にならない様に。離陸時が最も危険に晒され
る場所です。たくさん練習してください。いくつかのテイクオフエリアは狭くて難しい場所でコンディションは
常に良いとは限りません。あなたがグランドハンドリングが上手であれば、他のパイロットが苦労していても自
信をもって安全にテイクオフできることでしょう。出来る限り練習してください。怪我をする可能性は減り素晴
らしいフライトが出来る可能性は増えることでしょう。

環境に配慮し、エリアを大事にしてください。

グライダーを廃棄する際には、環境に配慮し、一般の家庭ごみと同じ方法で廃棄しないで行政の指導に沿っ
て行ってください。

最後に、最も大事なことは自然を敬うことです。自然はあなたが想像するより遥かに大きな力を持っていま
す。あなたの技術レベルに照らし合せて適切なコンディションがどの程度であるかを理解し、その範囲内に常
に留まるべきです。

素晴らしいフライトとゼオライトを楽しまれる事を．．．
オゾンチーム
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リンクライト

このグライダー、は軽量アムスティール製ダイニーマで出来たリンクライトを使用しています。通常のラピッドリンクに代わるものでその引張強度
は１０００ｋｇを超えています。がっかりしたり、けがや死亡事故を防ぐためにライン交換する際にはリンクライトを正しく接続することが致命的に重要
です。

注意深く以下の説明に従ってください。もしなにがしらの疑問があったら、オゾンディーラーに問い合わせてください。
ラインの取り外し

まずＢループを緩めてか
らＢループにタブＡを通し
ます。

A B B
A

引き続きＢループを再度ライザー/
ライン/Ｏリングから引き出します。

ＢループをＡループから引き出し、ラインおよびＯリング
からも引き出します。

ラインを取り付けるのは上述の操作を逆にして行います。
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ＢループをＡループに通して
からＢループにタブＡを通し
てリンクライトを締結してく
ださい。

リンクライトが正しく締結され
ているか再確認してくださ
い。まさしく上図のように見え
ていなければなりません。

引っ張る

それぞれのラインが絡まらず
に正しい順序になってことを
確認し上図のようにＯリング
に通します。

ラインの取り付け

上図のようにラインをＯリング
に戻します。

Ｂループをライザーに通し、次にライン
ループに通し、ラインの後ろを通してか
ら再びライザーに通します。リンクライト
を引っ張ってほぼ正しい寸法になるよ
うにします。タブＡはライザーのそばの
位置に来るようにしてください。

前と同様にしてＢループをライン
ループに再び通します。Ｂループが
通って正しい位置に来たらラインを
引っ張ってＯリングが正しく組む込
まれるのを確認します。

警告：
リンクライトを正しく接続しないと耐
荷重が減少したり完全に破損したり
して重傷を負ったり死亡する危険が
あります。リンクライトが2重に巻か
れて正しく締結されていることを確
認してください。

この段階でラインとＯリング
がねじれたり重なり合ったり
せずにきれいにリンクライトに
接続されていることを確認し
てください。



リーディング
エッジ

トレーリング
エッジ

ライザー

エアー
インテーク

ボトム
ライン

ミドル
ライン

アッパー
ライン

スタビライン

ブレーク
ライン

上面

下面

ゴミ出し穴

グライダー/ライザー外観図
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加速０％時　(inside maillon)

 加速１００％時  (inside maillon)

A 530mm

A2 525mm

B 520mm

A 355mm

A2 438mm

B 520mm



ライン取り付け図
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個別および結合ラインの長さはホームページで確認できます。
Zeolite Rigging Diagram

A1

AML1

BMU1

AML2
AML3

AML4AML5

AML6

B1B2B3B4
B5B6

B7B8

B9B10B11

A2A3A4A5A6
A7A8

A9A10

A11
A13

A14

AR1AR2
AR3

K1

KMU1
KMU2

KMU3
KMU4

KMU5
KMU6

K2 K3
K4 K5 K6 K7

K8 K9
K10 K11

K12

KML1 KML3KML2

KRL1

KRU1

B13B14

A ライザーA2 ライザー

AML7

B ライザー

BR1BR2BR3

AR4

A12

A15
A16

A17
B12

B15
B16B17

AML8

AMU1
AMU2

BMU2BML2

BML1
CML1CML2

CML3CML4

CMU1CMU2CMU3
CMU4

DMU2 DMU1DMU3DMU4

C1C2C3C4C5C6C7C8

D1

D2

D3

D4

D5

D6

D7
D8



素材
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全てのOZONEのグライダーは入手できる最高の品質の材料で作られています。

ゼオライト
クロス

上面

ポルシェ	7000	E71
下面

ポルシェ	7000	E71
リブ

ポルシェ	70032E4D	/	ポルシェ	7000	E91
リーディングエッジ補強

1.4mm	プラスティックワイヤー

メインライン 
ボトムライン 
エーデルリッド	8000U	280/230/190/130/050
ミドルライン
エーデルリッド	8000U	190/130/090/070/050 -  9200 030
アッパーライン

エーデルリッド	8000U	070/050	-	 9200 030

ライザーおよび金具
ラピッドリンク

リンクライト
ライザーテープ

7mm	ダイニーマテープ
プーリー
ロンスタン製ボールベアリング入り

ゼオライトＧＴ
　　 クロス 
上面

ドミニコ	N20D	/	ポルシェ	7000	E71	
下面

ポルシェ	7000	E71
リブ

ポルシェ	9017	E29
リーディングエッジ補強

1.4mm	プラスティックワイヤー

メインライン 
ボトムライン 
エーデルリッド	8000U	280/230/190/130/050
ミドルライン
エーデルリッド	8000U	190/130/090/070/050 -  9200 030
アッパーライン

エーデルリッド	8000U	070/050	-	 9200 030

ライザーおよび金具
ラピッドリンク
リンクライト
ライザーテープ

12mm	ハイブリッドテープ
プーリー
ロンスタン製ボールベアリング入り



仕様
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セル数 64 64 64

投影面積 (m2) 17.4 18.6 19.8

展開面積 (m2) 20.7 22.1 23.6

投影スパン (m) 9.3 9.6 9.9

展開スパン (m) 11.8 12.2 12.6

投影アスペクト 4.9 4.9 4.9

展開アスペクト 6.7 6.7 6.7

ルートコード (m) 2.36 2.44 2.52

ゼオライト機体重量 (Kg) 2.85 2.99 3.17

ゼオライトＧＴ機体重量 (Kg) 3.50 3.73 4.00

最大ブレークストローク (cm) 60 60 65

飛行重量  (Kg) 65-85 80-95 90-105

認証 EN/LTF D D D

S MS ML
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運用限界プラカード
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このグライダーに関するお問い合わせ先：
輸入者：ファルホークインターナショナル有限会社
〒154-0021 東京都世田谷区豪徳寺１－５３－１２

 Tel: 03-5451-5175
 Email: info@falhawk.co.jp
 URL: www.falhawk.co.jp



1258 Route de Grasse 
Le Bar sur Loup

06620
France
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